
Education of Meiji University

【
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
究
科
の
研
究
】

◆
学
際
性　

複
雑
な
現
代
社
会
と
向
き
合
う
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
の
知
を
協
力
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
情
コ
ミ
研
究
科
に
設
置
し
て

あ
る
、
複
数
の
教
員
に
よ
る
学
際
的
共
同
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
研
究
実
践
の
一
つ
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
院
生
は
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
以
下
三
つ
の
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
に
基
づ
き
企
画
さ
れ

ま
し
た
。

波
照
間
永
子
（
准
教
授
）・
須
田
努
（
教
授
）

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
・

比
較
研
究
」 

石
川
幹
人
（
教
授
）・
宮
本
真
也
（
教
授
）

「
科
学
・
社
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

根
橋
玲
子
（
教
授
）・
施
利
平
（
教
授
）「
家

族
・
仕
事
・
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・「
移
民
政
策
」」

◆
多
様
性　

情
コ
ミ
研
究
科
所
属
の
教
員
は
、
異
文
化
理

解
・
多
文
化
共
生
・
L
G
B
T
と
い
っ
た
こ
と

を
意
識
し
た
研
究
成
果
を
出
し
、
社
会
に
も
積

極
的
に
発
進
／
提
言
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
問
題
に
切
り
込
む
研
究
テ
ー
マ
を
設
定

し
た
院
生
も
多
く
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
情
コ
ミ

研
究
科
は
〝
世
界
全
体
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
イ

ク
ォ
リ
テ
ィ
社
会
に
な
る
よ
う
、
そ
の
実
現
を

目
指
す
〞、
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

ジ
ェ
ン
ダ
ー
セ
ン
タ
ー
と
の
協
働
に
よ
る
成
果

も
出
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
9
月
20
日
に

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
セ
ン
タ
ー
設
立
10
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
共
催
者
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
院
生
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
セ
ン

タ
ー
と
の
協
働
に
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

◆
国
際
性　
　
　

2
0
1
4
年
、
韓
国
・
成
均
館
大
学
校
大
学

院
芸
術
学
研
究
科
と
の
交
流
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
波
照
間
永
子
准
教
授

（
琉
球
・
沖
縄
舞
踏
専
門
）
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ

て
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー

ツ
・
比
較
研
究
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
毎
年
、
情
コ
ミ

研
究
科
と
成
均
館
大
学
校
大
学
院
芸
術
学
研
究

科
の
双
方
の
院
生
が
参
加
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
5
年
間
に
お
よ
ぶ
研
究
交
流
の
成
果

を
「
伝
統
と
創
造
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
発

表
す
る
予
定
で
す
。 

ま
た
、
情
コ
ミ
研
究
科
は
、
ド
イ
ツ
・
ゲ
ー

テ
大
学
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
言

語
学
・
文
化
学
・
芸
術
学
部
大
学
院
と
の
交
流

協
定
も
締
結
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
5
年
に
は
、

ゲ
ー
テ
大
学
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
キ
ン
ス
キ
ー
教

授
（
日
本
近
世
史
研
究
）
を
お
招
き
し
「
江
戸

創
立
11
年
目
を
迎
え　

 　

2
0
1
9
年
、
明
治
大
学
大
学
院
情
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
（
以
下
、
情
コ
ミ

研
究
科
）
は
、
創
立
か
ら
11
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
節
目
を
記
念
し
て
、
2
0
1
9
年
12
月
7

日
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
社
会
と
向
き
合

う　
国
際
化
と
多
様
性
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
情
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
は
、
つ
ね
に
現
代

社
会
と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

度
情
報
社
会
で
発
生
す
る
諸
問
題
と
、
そ
こ
で

生
き
る
わ
た
し
た
ち
の
営
み
を
「
情
報
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
観
点
か
ら
、
学
際
性
・
多

様
性
・
国
際
性
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
複
数

の
専
門
領
域
を
つ
な
ぎ
横
断
的
に
と
ら
え
る
こ

と
を
理
念
に
し
て
い
ま
す
。

明
治
大
学
の
教
育
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須田  努 Ts u t o m u  S u d a

情報コミュニケーション学部教授　大学院情報コミュニケーション研究科長

PROFILE

専門分野：歴史学 日本近世・近代の社会文化史、社会変容と民衆暴力
1959年　群馬県生まれ
1981年　明治大学文学部卒業
1997年　早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程修了 博士（文学）
2008年　明治大学情報コミュニケーション学部准教授　　　　　　　　　　　　　　　
2011年　同教授

主な著書・論文
『「悪党」の一九世紀』（青木書店・2002年）、『イコンの崩壊まで』（青木書店・2008年）、『幕末の世直し』（吉
川弘文館・2010年）、『吉田松陰の時代』（岩波書店・2017年）、『三遊亭円朝と民衆世界』（有志舎・2017年）

所属学会
アジア民衆史研究会、東京歴史科学研究会、歴史科学協議会、歴史学研究会

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
の

理
念
と
教
育

記念シンポジウムポスター

成均館大学との研究交流 韓国民族舞踊
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Education of Meiji University

時
代
に
お
け
る
礼
儀
作
法
と
ふ
る
ま
い
」
と
題

す
る
特
別
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。
情
コ
ミ
研

究
科
か
ら
ゲ
ー
テ
大
学
言
語
学
・
文
化
学
・
芸

術
学
部
大
学
院
へ
留
学
す
る
院
生
も
出
て
い
ま

す
。　

 

【
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
究
科
の
教
育
】

◆
教
育
成
果

大
学
院
へ
の
進
学
は
「
何
者
か
に
な
り
た
い
」

と
い
う
強
い
意
志
が
働
い
た
結
果
と
い
え
ま
す
。

「
何
者
」
と
は
研
究
者
に
限
定
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
よ
う
す
る
に
「
現
状
を
超
え
た
い
」

と
い
う
意
識
で
す
。
情
コ
ミ
研
究
科
は
そ
の
よ

う
な
院
生
の
目
的
に
応
え
て
き
ま
し
た
。
わ
た

し
た
ち
教
員
の
課
題
は
シ
ン
プ
ル
で
す
。
そ
れ

は
「
院
生
に
よ
り
よ
い
研
究
を
さ
せ
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

そ
の
結
果
、
4
人
の
博
士
号
取
得
者
を
送
り

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
2
0
1
9
年
8
月

段
階
）。
さ
ら
に
、
博
士
後
期
課
程
修
了
生
の
2

人
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
博
士
前
期
課
程
修
了
生
は
、
教
職
員
・

公
務
員
、
民
間
企
業
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。　

◆
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

情
コ
ミ
研
究
科
に
は
、「
情
報
・
社
会
系
」

「
メ
デ
ィ
ア
・
文
化
系
」「
人
間
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
系
」
と
い
う
3
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

形
式
的
な
分
類
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
教
員
も
院
生

も
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
こ
え
て
自
由
か
つ
学
際
的

に
研
究
に
向
き
合
え
る
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
院
生
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

よ
り
も
指
導
教
員
の
専
門
領
域
を
意
識
し
て
所

属
ゼ
ミ
を
決
定
し
ま
す
が
、
他
の
教
員
の
指
導

も
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。　

◆「
修
士
論
文
中
間
発
表
会
」 

博
士
前
期
課
程
の
院
生
は
、
学
際
性
・
多
様

性
・
国
際
性
を
意
識
し
た
修
士
論
文
の
執
筆
に

取
り
組
み
ま
す
。
1
年
次
で
は
、
先
行
研
究
の

理
解
、
専
門
書
の
読
解
、
資
料
・
デ
ー
タ
の
収

集
解
析
と
い
っ
た
研
究
の
基
礎
能
力
獲
得
の
た

め
の
指
導
を
徹
底
的
に
行
い
、
2
年
次
で
は
質

の
高
い
修
士
論
文
を
完
成
さ
せ
る
た
め
、
初
夏

に
「
修
士
論
文
中
間
発
表
会
」
を
実
施
し
、
そ

こ
で
の
発
表
を
修
士
論
文
提
出
の
必
須
要
件
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
発
表
会
は
情
コ
ミ
研
究
科

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
情
コ
ミ
研
究
科
の

指
導
教
員
全
員
に
加
え
、
博
士
後
期
課
程
や
卒

業
生
も
参
加
し
、
専
門
領
域
の
枠
を
こ
え
て
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆「
博
士
論
文
事
前
報
告
会
」

「
研
究
科
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

博
士
後
期
課
程
に
進
学
す
る
院
生
の
目
的
は

研
究
者
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

当
然
、
質
の
高
い
独
創
的
な
博
士
論
文
を
完
成

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
然
の
こ
と
で
す
。

博
士
論
文
執
筆
予
定
者
は
、
主
査
・
副
査
の
教

員
は
も
ち
ろ
ん
、
外
部
か
ら
招
聘
し
た
研
究
者

や
、
情
コ
ミ
研
究
科
博
士
後
期
担
当
教
員
全
員

を
集
め
た
「
博
士
論
文
事
前
報
告
会
」
に
お
い

て
博
士
論
文
の
概
要
を
発
表
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
は
、
学
際
性
・
多
様
性
・
国
際

性
を
意
識
し
専
門
領
域
を
こ
え
、
踏
み
込
ん
だ

討
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
院
生
に
は
、
指
導
教
員
と
の
ゼ
ミ
に

閉
じ
こ
も
る
の
で
は
な
く
、「
学
際
研
究
」
と
い

う
専
門
領
域
を
こ
え
た
研
究
報
告
・
議
論
の
場

を
保
証
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
最
先
端
の
世

界
レ
ベ
ル
で
の
研
究
成
果
に
触
れ
る
機
会
と
し

て
「
研
究
科
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
毎
年
企
画
し
て

い
ま
す
。
以
下
は
そ
の
一
部
で
す
。　

 

★
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
キ
ン
ス
キ
ー
氏
（
ゲ
ー

テ
大
学
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン

日
本
学
部
教
授
）「
思
想
家
と
し
て
の
海
保
青

陵
―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
か
ら
の
接
近
」 

★
エ
レ
ナ
・
エ
ス
ポ
ジ
ト
氏
（
モ
デ
ナ
・

レ
ッ
ジ
ョ
・
エ
ミ
リ
ア
大
学
准
教
授
） 「
社
会
学

と
〈
メ
デ
ィ
ア
〉　
―
情
報
社
会
時
代
に
お
け
る

社
会
シ
ス
テ
ム
論
の
可
能
性
―
」 

こ
う
し
た
知
が
結
実
し
た
博
士
論
文
は
、

「
ゲ
ー
ム
状
況
に
お
け
る
協
力
行
動
に
関
す
る
研

究
」 、「
『
阿
波
お
ど
り
』
に
お
け
る
踊
り
の
変

容
」 

と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
に
み
る
よ
う
に
、
現

代
社
会
の
抱
え
る
複
雑
な
現
象
を
理
解
す
る
だ

け
で
な
く
、
日
本
の
伝
統
文
化
が
い
か
に
変
容

し
、
現
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
も
切
り
込
ん

で
い
ま
す
。

博
士
論
文
と
は
、
研
究
者
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
、

体
系
的
な
学
問
で
あ
る
と
同
時
に
独
創
的
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
情
コ
ミ
研
究
科
の
強
み

は
、
指
導
教
員
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
分
野
の
研
究
者
（
教
員
）
が
、
博
士

後
期
課
程
の
院
生
に
助
言
を
与
え
る
こ
と
を
可

能
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

お
わ
り
に

現
在
、〝
人
〞
と
し
て
で
き
る
こ
と
と
は
何

か
、
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
わ
た
し
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
知

性
に
基
づ
い
た
誠
実
な
生
き
方
と
社
会
貢
献
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
抽

象
的
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
よ
い
の
で
す
。
抽

象
的
な
こ
と
を
思
索
す
る
こ
と
こ
そ
が 〝
人
〞

の
能
力
な
の
で
す
。
情
コ
ミ
研
究
科
の
新
た
な

10
年
は
、
学
際
性
・
多
様
性
・
国
際
性
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、
こ
の
課
題
に
向
き
合
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。

2019年度 中間発表会

「研究科フォーラム」エレナ・エスポジト氏講演
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